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第 1 章
インストールを始める前に

このたびは FileMaker® ソフトウェアをお買い上げいただき、誠にあ  
りがとうございます。 FileMaker は情報を簡単、効果的に管理できる  
ように設計されています。

このガイドについて
この『インストールおよび新機能ガイド』では、FileMaker Pro 9 ま   
たは FileMaker Pro 9 Advanced を Windows または Mac OS コンピュー          
タにインストールする方法を説明し、これらのソフトウェアの新機
能をご紹介します。

注意  このガイドでは、FileMaker Pro Advanced の特定の機能を説明す     
る場合以外は、「FileMaker Pro」を、FileMaker Proと FileMaker Pro    
Advancedの両方を指すものとして使用しています。

『FileMaker Pro ユーザーズガイド』には、すぐに効率的な作業に取りか  
かるために必要な情報が記載されています。 FileMaker Pro の使用経験   
がない場合は、『FileMaker Pro チュートリアル』を行って、主要な機能  
を試してみてください。 あらゆる情報を網羅した手順ごとの操作と詳 
細については、 FileMaker Pro ヘルプを参照してください。

『FileMaker Pro Advanced デベロップメントガイド』では、FileMaker Pro    
Advanced で利用できる追加機能が紹介されています。メニューのカス 
タマイズ、テーブルのコピーとインポート、強化されたデータベー
ス デザイン レポート、データビューアでのフィールド、変数、式の  
監視、ポップアップヘルプの追加などの機能が説明されています。

注意   ある機能または手順が特定のプラットフォームを対象として   
いる場合は、説明および図もそのプラットフォームに固有の内容で
す。 両方のプラットフォームに共通する機能や手順については、 
Windows または Mac OS のいずれかの図が表示されます。
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ユーザ登録とサポート
ご購入いただいた製品について、テクニカルサポートやバージョン
アップサービスを受けるためには、ユーザ登録を行っていただく必
要があります。 プロンプトに従って、登録、製品、および詳細情報 
を入力します。

FileMaker Pro の評価版を試用している場合は、使用する前にソフト  
ウェアを登録する必要があります。

FileMaker Pro の [ヘルプ] メニューから [ユーザ登録] を選択し、登録      
することもできます。 どの登録方法においても、有効なライセンス 
キーで登録する必要があります。

テクニカルサポートとカスタマサービスに関する情報については、
www.filemaker.co.jp を参照してください。

既成のソリューションやテクニカルサポートインフォメーションな
どの FileMaker の Web サイトにあるリソースにアクセスするには、 
[ヘルプ] メニューから [ラーニングセンター ] を選択します。 

更新の通知
FileMaker Pro 9 は 7 日ごとにソフトウェアの更新を自動チェックし     
ます。 インターネットに接続することができる場合は、更新 Web  
ページにアクセスし、ソフトウェアの更新をダウンロードできます。
[ヘルプ] メニューから [ダウンロードと更新] を選択して、後から更   
新することができます。

注意   この機能では、ソフトウェアはインストールされません。   
アップデータソフトウェアへのアクセスとダウンロードには、イン
ターネットへの接続が必要です。 

更新の通知をオフにするには、次のいずれかの操作を行います。
1 [更新の通知] ダイアログボックスで、[更新を自動チェックしない] 
を選択して [はい] をクリックします。
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1 Windows の場合、[編集] メニューから [環境設定...] を選択します。    
Mac OS の場合は、[FileMaker Pro] メニューから [環境設定...] を      
選択します。 [一般] タブで [7 日ごとに更新を自動チェック] オプ     
ションを選択解除します。 更新の通知を再び有効にするには、こ 
の設定を選択します。

更新の通知を無効にする場合は、[更新の通知] ダイアログボックス 
は表示されません。

ライセンスキーについて
FileMaker ソフトウェアには、35 桁の英数字の固有のライセンス  
キーが付属します。 ライセンスキーを、紛失しないようにご注意く 
ださい。 ライセンスキーは、ソフトウェアの再インストールが必要 
な場合に備えて安全な場所に保管することをお勧めします。

ライセンスキーは、CD ケースの裏にあります。 ソフトウェアをアク  
ティベートするには、有効なライセンスキーを入力する必要があり
ます。 詳細については、次のセクション「FileMaker ソフトウェアの  
アクティベーション」を参照してください。

ライセンスキーは、一度に１台のコンピュータで本ソフトウェアの
コピー１部の使用が許諾されるエンドユーザライセンスアグリーメ
ント（「ソフトウェア・ライセンス」を参照）に従うために使用され
ます。 ライセンスキーが無効、または同一のライセンスキーにより 
インストールされたアプリケーションがネットワーク上の別のコン
ピュータで実行されている場合、FileMaker Pro アプリケーションに  
よって、次のエラーメッセージが表示されます。 「現在、最大登録 
者数でこの FileMaker Pro を使用しています。 詳細は、ソフトウェア    
のマニュアルのライセンスキーの項目を参照してください。」

このエラーメッセージが表示された場合、入力されたライセンスキー
がすでに使用されていることを示しています。 複数のコンピュータに 
FileMaker Pro をインストールするには、各ユーザに個別のライセンス  
キーを使用するか、ボリュームライセンスアグリーメントに基づいて
ライセンスを取得する必要があります。 ユーザ１人に対して FileMaker  
Pro を１部ずつ購入する必要があります。
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FileMaker ソフトウェアのアクティベーション
FileMaker Pro ソフトウェアでは、オンラインのアクティベーション  
技術を使用して、ユーザまたは企業（事業所）に正規の FileMaker 
ソフトウェアがあることを確実にします。 アクティベーションは、 
不正なソフトウェア頒布から FileMaker, Inc. を保護するためにも役   
立ちます。

アクティベーションの動作は、評価版と製品版のソフトウェアでは
異なります。 評価版ユーザは、ソフトウェアの購入までに時間があ 
ります（通常は 30 日間）。 評価期間中は、いつでもソフトウェアの   
購入ができ、起動時にライセンスキーを入力してアクティベートす
ることができます。 評価期間の有効期限が切れると、引き続き使用 
するためには、ソフトウェアを購入して、すぐにアクティベートす
る必要があります。 

目的 FileMaker Pro で実行する操作

起動時に FileMaker Pro を
アクティベートする

[FileMaker アクティベーション] ダイアログボックス
で、[アクティベート] をクリックします。

製品版ソフトウェアを後
でアクティベートする

[FileMaker アクティベーション] ダイアログボックス
で、[後でアクティベート] をクリックします。

製品版ソフトウェアを試
用期間中にアクティベー
トする

[ヘルプ] メニューから [アクティベート] を選択します。 
[FileMaker アクティベーション] ダイアログボックス
で、[アクティベート] をクリックします。

評価版ソフトウェアをア
クティベートする

起動時に、ダイアログボックスで [ライセンスキー ] を
クリックしてライセンスキーを入力し、[アクティベー
ト] をクリックします。 ソフトウェアを使用している場
合は、[ヘルプ] メニューから [アクティベート] を選択
します。 [FileMaker アクティベーション] ダイアログ
ボックスで、ライセンスキーを入力して、[アクティ
ベート] をクリックします。

FileMaker Pro ソフトウェ
アのアクティベーション
を解除する

[ヘルプ] メニューから [アクティベーションの解除...] を選
択します。ソフトウェアを電話でアクティベートした場合
は、電話でのみアクティベーションを解除できます。
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製品版ソフトウェアは後でアクティベートできます。 これは、「アク 
ティベーション試用期間」と呼ばれます。 FileMaker Pro では、ソフ   
トウェアのアクティベーションまでに試用期間があります（通常は
30 日間）。 ソフトウェアを起動するたびに、アクティベーションダイ  
アログボックスで試用期間の残り時間が表示され、ソフトウェアを
アクティベートするようにメッセージが表示されます。

この試用期間に従って、引き続き使用するためにはソフトウェアを
アクティベートする必要があります。 評価版には、アクティベー 
ション試用期間はありません。

インターネット接続がない場合には、電話でソフトウェアをアク
ティベートできます。 サービスディレクトリにリストされた電話番 
号を使用して、FileMaker Customer Assistance までお問い合わせくだ   
さい。 最新情報については、www.filemaker.co.jp を確認してくださ  
い。

ソフトウェアをアクティベートすると、アクティベーションを解除
したり、アクティベーションを別のコンピュータに送信できます。
これにより、FileMaker Pro を別のコンピュータ上で実行できます。  
何らかの理由で FileMaker Pro をアンインストールする必要がある   
場合は、アンインストールする前にアクティベーションを解除しま
す。

アクティベーションの詳細については、FileMaker Proヘルプの 
「FileMaker ソフトウェアのアクティベーション」を参照してくだ 
さい。

必要なハードウェアとソフトウェア
重要   FileMaker では、この『インストールおよび新機能ガイド』の作    
成時に、次に示した Windows および Mac OS オペレーティングシステ     
ムで FileMaker Pro 9 をテストしています。 オペレーティングシステムの     
より新しいリリースでは、FileMaker Pro は動作する場合もありますが、  
動作しない場合もあります。 より新しいオペレーティングシステムの 
詳細については、www.filemaker.co.jp を参照してください。
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FileMaker Pro をインストールして使用するには、次のハードウェア  
と ソフトウェアが最低限必要です。

Windows の必要条件
1 Windows Vista Home、Business、または Ultimate の場合、 Pentium     

III 800 MHz 以上、512MB の RAM 

1 Windows XP の場合、 Pentium III 500 MHz 以上、256MB の RAM 

1 SVGA（800x600）以上の解像度のビデオアダプタおよびディス
プレイ

Mac OS の必要条件
1 PowerPC G3 以上のプロセッサを搭載した Macintosh コンピュー    
タ、または Intel ベースの Macintosh コンピュータ

1 256 MB の RAM

1 Mac OS X バージョン 10.4.8

1 QuickTime 6.4 から 7 ソフトウェア（ご使用の Mac OS のバージョ       
ンに付属していない場合は、www.apple.co.jp から入手することが 
できます）

注意   PowerPC 向けに作成された Mac OS プラグインを Intel ベースの         
Mac コンピュータでネイティブに実行するためには、ユニバーサルバ 
イナリとして再コンパイルする必要があります。  ユニバーサルバイナ  
リによって、アプリケーションは、PowerPC と Intel ベースの Macintosh    
両方でネイティブに実行できます。 Intel ベースの Macintosh 上で    
FileMaker Pro 9 で使用する必要がある FileMaker Pro の旧バージョンか      
らのプラグインがある場合は、FileMaker Pro を Rosetta で実行するよう    
に設定できます。Finder で [FileMaker Pro]を選択して、[ファイル] メ    
ニューから [情報を見る] を選択し、Rosetta を使って開くオプションを   
選択します。
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ネットワークを使用する場合の条件
ネットワーク上の他のコンピュータと FileMaker Pro ファイルを共   
有する場合は、まず使用するネットワークの種類を確認してくださ
い。 FileMaker Pro 9 では、TCP/IP ネットワークプロトコルがサポー     
トされています。

コンピュータにインストールされていて使用中のネットワークプロ
トコルが不明な場合は、インストールを開始する前にネットワーク
管理者に確認してください。

ネットワークに接続するには、コンピュータにネットワークカード
が装着されていて、必要なソフトウェアがインストールされている
必要もあります。

Web 上でデータベースを公開する場合の 
条件
FileMaker Pro インスタント Web 公開を使用して Web 上でデータ      
ベースを公開するには、TCP/IP 経由で接続されているインターネッ 
トまたはイントラネットにアクセスできるホストコンピュータが必
要です。 

重要   インターネットにアクセスするにはインターネットサービス   
プロバイダ（ISP）が必要です。 FileMaker Pro ではインターネットア   
カウントは提供されません。
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他の機能を使用するための条件（Windows）
Windows 用の FileMaker Pro の機能を利用するには、以下の ソフト     
ウェアが必要です。 

他の機能を使用するための条件（Mac OS）
Mac OS X 用の FileMaker Pro の機能を利用するには、以下の ソフト       
ウェアが必要です。

ODBC 機能

クライアントアプリケーションとして FileMaker Pro を使用して外   
部データソースにアクセスするには、使用しているデータソースに
対応するサードパーティのドライバが必要です。

機能 必要なソフトウェア

[メールを送信] スクリ
プトステップ

メール API（MAPI）が使用可能な電子メールクライア
ントソフトウェア

[電話をかける] スクリ
プトステップ

ダイヤラまたは他の Telephony API（TAPI）対応のソフ
トウェア

ODBC 機能 Microsoft Data Access Components（MDAC）バージョ
ン  2.8 SP1（Windows XP）または Windows DAC 6.0
（Windows Vista）。 MDAC ソフトウェアを更新するに
は、Microsoft 社のホームページを参照してください。

クライアントアプリケーションとして FileMaker Pro を
使用して外部データソースにアクセスするには、使用
しているデータソースに対応するサードパーティのド
ライバが必要です。

ODBC やドライバの情報については、
www.filemaker.co.jp を参照してください。

QuickTime ムービーおよ
び画像ファイルの挿入

QuickTime 6 ソフトウェア（www.apple.co.jp から入手す
ることができます）

機能 必要なソフトウェア

[メールを送信] スクリ
プトステップ

電子メールクライアントソフトウェア（Microsoft 
Entourage または Mac OS X Mail）
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ODBC やドライバの情報については、www.filemaker.co.jp を参照し  
てください。

Mac OS X でサポートされていない機能
Mac OS X 用の FileMaker Pro では、[電話をかける]、[オブジェクト      
を挿入]、[DDE コマンドを送信]、および [リンクの更新] スクリプト   
ステップはサポートされていません。

Windows でサポートされていない機能
Windows 用の FileMaker Pro では、[AppleScript を実行] および [読み       
上げ] スクリプトステップはサポートされていません。

旧バージョンのファイルの開き方
FileMaker Pro 9 では、旧バージョンの FileMaker Pro で作成された      
ファイルを開くことができます。 詳細については、FileMaker Pro ヘ   
ルプを参照してください。

ユーザ辞書の更新
旧バージョンの FileMaker Pro でユーザ辞書に単語を追加した場合   
は、FileMaker Pro 9 でもその辞書を使用することができます。ユー   
ザ辞書の変換の詳細については、FileMaker Pro ヘルプを参照してく  
ださい。
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ボリュームライセンスのインストール
ボリュームライセンスで複数の FileMaker Pro をインストールする   
場合、または自動（サイレント）インストールを行いたい場合は、
処理を自動化することができます。 FileMaker Pro CD に収録されて    
いる「Assisted Install.txt」ファイルを使用して、インストールダイア 
ログボックスをバイパスすることができます。 詳細については、 
『FileMaker Pro および FileMaker Pro Advanced のネットワークインス      
トールセットアップ』ガイドを参照してください。ボリュームライ
センスの詳細については、www.filemaker.co.jp を参照してください。



第 2 章
Windows での  FileMaker Pro の

インストール

インストール作業を開始する前に、実行中のプログラムをすべて
終了して作業内容を保存してください。 FileMaker Pro の最新情報   
については、CD の内容を参照して「お読みください」を読むか、 
www.filemaker.co.jp を参照してください。

インストール参考事項

FileMaker Pro をインストールする前に、次の参考事項を確認してく  
ださい。
1 FileMaker Pro をインストールするには、管理者権限が必要です。

1 ご使用のコンピュータでウィルス保護ソフトウェアが実行され
ている場合は、FileMaker Pro をインストールする前に終了し、イ  
ンストール後に再度実行してください。

1 FileMaker Pro のインストール中、[ソフトウェア・ライセンス] ダ   
イアログボックスが表示されます。 ソフトウェアライセンスを読 
みます。 ライセンスの条項に同意するときは、[ライセンスの条項 
に 同意します] をクリックして、[次へ] をクリックします。

1 デフォルトでは、FileMaker Pro は次のフォルダにインストールさ  
れます。  
C:￥Program Files￥FileMaker￥FileMaker Pro 9  
インストール中に別のドライブまたは別のフォルダを選択する
ことができます。

1 デフォルトでは、FileMaker Pro Advanced は次のフォルダにイン   
ストールされます。  
C:￥Program Files￥FileMaker￥FileMaker Pro 9 Advanced  
インストール中に別のドライブまたは別のフォルダを選択する
ことができます。
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1 インストール中に、すべてのプログラム機能をインストールする
（[すべて]）、またはプログラムの一部をインストールする（[カス
タム]）を選択します。 たとえば、ディスクの空き容量を確保する 
ために、特定の機能をインストールしないこともできます。

1 インストールの開始時に、FileMaker Pro アプリケーションの言語  
バージョンを選択します。 デフォルトで選択される言語バージョ 
ンは、オペレーティングシステムの言語と同じです。 [すべて] でイ  
ンストールする場合は、選択した言語バージョンのみがインス
トールされます。 [カスタムインストール] を選択し、サポートさ  
れている言語の一覧から他の言語パックを選択することで、追加
の言語バージョンをインストールできます。

1 アップグレードインストールまたはソフトウェアアップグレー
ドの実行前に、FileMaker ソフトウェアはハードドライブおよび 
システムに接続しているボリュームすべてをスキャンして旧
バージョンを検索します。 複数のドライブまたはボリュームが 
ある場合は、このスキャンには数分かかる場合があります。

FileMaker Pro のインストール
FileMaker Pro をインストールするには、インストールプログラムを  
使用する必要があります。ファイルをハードディスクにドラッグし
ても、FileMaker Pro はインストールできません。 

インストールされたすべてファイルのレジストリエントリとパスの
一覧を記録したインストールログファイルを作成する場合は、
FileMaker Pro をコマンドラインからインストールする必要がありま  
す。 17 ページの「コマンドラインからの FileMaker Pro の インストー      
ル」 を参照してください。

FileMaker Pro をハードディスクにインストールするには、次の操作  
を行います。
1. CD-ROM を CD-ROM ドライブまたは DVD ドライブに挿入すると、      

FileMaker CD ウィンドウが開きます。

2. [インストール] アイコンをクリックします。
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FileMaker Pro 用の InstallShield ウィザードが表示されます。

3. 画面上の指示に従って FileMaker Pro をインストールします。

インストールに関する問題の詳細については、15 ページの「イン 
ストール参考事項」を参照してください。

4. インストールが終了したら、[完了]をクリックします。

インストールが終了すると、[ユーザ登録] ダイアログボックスが表 
示されます。

コマンドラインからの FileMaker Pro の 
インストール

コマンドラインから FileMaker Pro をインストールして、インストー   
ルログファイルを作成するには、次の操作を行います。
1. CD-ROM を CD-ROM ドライブまたは DVD ドライブに挿入しま      
す。 

2. コマンドウインドウを開きます。

3. コマンドウインドウで、次のコマンドを入力します。
E:￥Files￥setup.exe /v“/Lr C:￥
FMP9InstallLog.txt”
「E:」は、CD-ROM ドライブまたは DVD ドライブです。 CD-ROM    
ドライブまたは DVD ドライブに別のドライブ文字を使用する場  
合は、その文字を「E」の代わりに入力します。

4. 画面の指示に従います。

クリックしてアプ
リケーションをイ
ンストールします

クリックする
と終了します

クリックすると 
CD-ROM の内容
を参照できます
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「FMP9InstallLog.txt」ファイルがハードディスクのルートディレクト
リに作成されます。 このファイルは、ワードパッドまたはワードプ 
ロセッサプログラムで表示することができます。

注意   CD-ROM または DVD ドライブが E ドライブではない場合        
は、代わりに正しいドライブ文字を指定してください。

ハードディスク上でのファイルの保存場所
FileMaker Pro インストーラにより、オペレーティングシステムおよ  
び選択したインストールオプションに応じて、ハードディスク上の
複数のフォルダにファイルがコピーされます。 コマンドラインイン 
ストールを実行して、インストールログファイルを指定した場合は、
インストールされた各ファイルの保存場所を記録したインストール
ログファイルを参照することができます。

FileMaker Pro の削除、変更、または修復
Windows XP のコントロールパネルの [プログラムの追加と削除]、ま   
たは Windows Vista のコントロールパネルの [プログラムと機能] を     
使用して、FileMaker Pro を削除したり、失われたファイルや壊れた  
ファイルを自動的に修復したり、インストールする機能を変更する
ことができます。 詳細については、Windows ヘルプを参照してくだ  
さい。

注意   FileMaker Pro と共にインストールされたサンプルやテンプレー     
トファイル（Starter Solution）とは異なる名前で保存されているファイ 
ルは、FileMaker Pro をアンインストールしても削除されません。

FileMaker Pro を変更または修復する場合は、ライセンスキーを入力  
するようプロンプトが表示されることがあります。

注意   FileMaker Pro のアンインストールを行う前に、ソフトウェア     
のアクティベーションを解除します。 詳細については、8 ページの  
「FileMaker ソフトウェアのアクティベーション」を参照してくださ 
い。
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FileMaker Pro のキャッシュサイズの変更
FileMaker Pro は、データベースの一部を内部キャッシュに保持しま  
す。 使用しているコンピュータのメモリ設定によっては、キャッ 
シュサイズを変更してコンピュータのパフォーマンスを向上させる
ことができます。

次のような場合、キャッシュサイズを増加することをお勧めします。
1 作業するデータベースファイルのサイズが大きい場合
1 複数のデータベースファイルで同時に作業する場合
1 ホストとしてデータベースファイルを開く場合
1 多数のグラフィックを含むデータベースファイルを使用する場合
1 データベースファイルにサイズの大きいグラフィックを挿入す
る場合

限られたメモリ （RAM）量で複数のアプリケーションを同時に起動す 
る場合は、キャッシュサイズを削減することをお勧めします。

注意   FileMaker Pro に割り当てるキャッシュサイズを増減させる     
と、FileMaker Pro の実行に必要なメモリ量も増減します。

メモリ管理方法の詳細については、コンピュータに付属のドキュメ
ントを参照してください。

FileMaker Pro で使用するキャッシュサイズを変更するには、次の操  
作を行います。
1. FileMaker Pro の [編集] メニューから [環境設定...] を選択します。

[環境設定] ダイアログボックスが表示されます。
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2. [メモリ] タブをクリックします。

3. [ファイルキャッシュの変更:] ボックスに数値を入力してから、  
[OK] をクリックします。

次回 FileMaker Pro を起動すると、指定したキャッシュサイズが使用   
されるようになります。

この後の作業を開始するにあたって

FileMaker Pro のインストール終了後、アプリケーションで直ちに作  
業を開始することができます。 実際の作業に取りかかる前に、以下 
を参考にしてください。
1 データベースを初めてご使用になる方は、『FileMaker Pro ユー  
ザーズガイド』の第２章「データベースの使用」および第３章
「データベースの作成」をお読みください。ここではデータベー
スの基本概念が説明されています。
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1 FileMaker Pro を初めてご使用になる方は、『FileMaker Pro チュー    
トリアル』のレッスンを行ってください。 チュートリアルの PDF  
ファイルとサンプルファイルは、「日本語エキストラ」フォルダ
内の「チュートリアル」フォルダにあります。

1 FileMaker Pro の使用経験がある方は、このガイドの第 4 章の
「新機能」をお読みください。FileMaker Pro 9 および 
FileMaker Pro 9 Advanced で利用できる新しい機能の概要が紹介
されています。 

1 FileMaker Pro Advanced をすでに利用しているユーザは、
『FileMaker Pro Advanced デベロップメントガイド』および 

FileMaker Pro ヘルプを参照してください。



22  |  Windows での  FileMaker Pro のインストール



第 3 章
 Mac OS での FileMaker Pro  の

インストール

インストール作業を開始する前に、実行中のプログラムをすべて終
了して作業内容を保存してください。 FileMaker Pro の最新情報につ   
いては、CD の内容を参照して「お読みください」を読むか、 
www.filemaker.co.jp を参照してください。

インストール参考事項

FileMaker Pro をインストールする前に、次の参考事項を確認してく  
ださい。
1 ご使用のコンピュータでウィルス保護ソフトウェアが実行され
ている場合は、FileMaker Pro をインストールする前に終了し、イ  
ンストール後に再度実行してください。

1 FileMaker Pro のインストール中、[使用許諾契約] ダイアログボック   
スが表示されます。 ソフトウェアライセンスを読みます。 [同意し  
ます] をクリックしてライセンス契約書に同意します。

1 インストール中に、すべてのプログラムファイルをインストールす
る [簡易インストール]、またはプログラムの一部をインストールす 
る [カスタムインストール] を選択します。 たとえば、ディスクの空   
き容量を確保するために、特定の機能をインストールしないことも
できます。

1 [簡易インストール] を選択した場合は、オペレーティングシステ 
ムと同じ言語の FileMaker Pro がインストールされます。 [カスタ    
ムインストール] を選択し、サポートされている言語の一覧から 
他の言語パックを選択することで、追加の言語バージョンをイン
ストールできます。
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1 アップグレードインストールまたはソフトウェアアップグレー
ドの実行前に、FileMaker ソフトウェアはハードドライブおよび 
システムに接続しているボリュームすべてをスキャンして旧
バージョンを検索します。 複数のドライブまたはボリュームが 
ある場合は、このスキャンには数分かかる場合があります。

FileMaker Pro のインストール
FileMaker Pro をインストールするには、インストールプログラムを  
使用する必要があります。ファイルをハードディスクにドラッグし
ても、FileMaker Pro はインストールできません。

FileMaker Pro をハードディスクにインストールするには、次の操作  
を行います。
1. CD-ROM を CD-ROM ドライブまたは DVD ドライブに挿入する      
と、FileMaker CD ウィンドウが開きます。 

2. 「FileMaker Pro 9 」インストーラ のアイコンを探してダブルク     
リックします。

3. プロンプトが表示されたら、Mac OS の管理者ユーザ名とパスワー   
ドを入力します。

4. 画面の指示に従って、FileMaker Pro をインストールします。

5. [終了] をクリックしてインストーラを終了します。

インストールが終了すると、ユーザ登録ダイアログボックスが表示さ
れます。

FileMaker Pro 9 
インストーラ 
アイコン
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ハードディスク上でのファイルの保存場所
FileMaker Pro インストーラにより、オペレーティングシステムおよ  
び選択したインストールオプションに応じて、ハードディスク上の
複数のフォルダにファイルがコピーされます。 インストールが完了 
したら、「FileMaker Pro 9」フォルダ内にある「Installer Log File」を    
表示することができます。 このログファイルには、インストールさ 
れた各ファイルの保存場所が記録されています。 このファイルは、 
テキストエディットまたはワードプロセッサプログラムで表示する
ことができます。

Mac OS X での ODBC クライアントドライ     
バのインストール
FileMaker Pro の ODBC サポートを使用することで、Oracle のデータ     
ベースなど、コンピュータやネットワーク上の他のアプリケーション
からのデータを操作することができます。 ODBC やドライバの情報に  
ついては、www.filemaker.co.jp を参照してください。

FileMaker Pro のキャッシュの調整
Mac OS X では必要に応じて動的にアプリケーションにメモリが割   
り当てられるため、FileMaker Pro アプリケーションに特定の量のメ  
モリを割り当てるように設定することはできません。 ただし、 
FileMaker Pro のキャッシュサイズを調整することは可能です。

次のいずれかの項目を実行する場合は、キャッシュサイズを増やすこ
とができます。
1 作業するデータベースファイルのサイズが大きい場合
1 複数のデータベースファイルで同時に作業する場合
1 ホストとしてデータベースファイルを開く場合
1 多数のグラフィックを含むデータベースファイルを使用する場合
1 データベースファイルにサイズの大きいグラフィックを挿入す
る場合
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限られたメモリ （RAM）量で複数のアプリケーションを同時に起動す 
る場合は、キャッシュサイズを削減することをお勧めします。

FileMaker Pro で使用するキャッシュサイズを変更するには、次の操  
作を行います。
1. FileMaker Pro で [FileMaker Pro] メニューから [環境設定...] を選択        
して、[メモリ] タブをクリックします。

2. [ファイルキャッシュの変更:] ボックスに数値を入力してから、  
[OK] をクリックします。

次回 FileMaker Pro を起動すると、指定したキャッシュサイズが使用   
されるようになります。
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この後の作業を開始するにあたって

FileMaker Pro のインストール終了後、アプリケーションで直ちに作  
業を開始することができます。 実際の作業に取りかかる前に、以下 
を参考にしてください。
1 データベースを初めてご使用になる方は、『FileMaker Pro ユー  
ザーズガイド』の第２章「データベースの使用」および第３章
「データベースの作成」をお読みください。ここではデータベー
スの基本概念が説明されています。

1 FileMaker Pro を初めてご使用になる方は、『FileMaker Pro チュー    
トリアル』のレッスンを行ってください。 チュートリアルの PDF  
ファイルとサンプルファイルは、「日本語エキストラ」フォルダ
内の「チュートリアル」フォルダにあります。

1 FileMaker Pro の使用経験がある方は、このガイドの第 4 章の「新    
機能」をお読みください。FileMaker Pro 9 および FileMaker Pro 9      
Advanced で利用できる新しい機能の概要が紹介されています。 

1 FileMaker Pro Advanced をすでに利用しているユーザは、『FileMaker Pro    
Advanced デベロップメントガイド』および FileMaker Pro ヘルプを参    
照してください。
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第 4 章
新機能

この章では、FileMaker Pro 9 および FileMaker Pro 9 Advanced の新機        
能と改善点の概要を説明します。 これらの機能の詳細については、 
FileMaker Pro ヘルプを参照してください。

FileMaker Pro 9 の新機能
共有と協調

1 外部 SQL（ODBC）データソースのサポート ― SQL テーブルの    
データの表示、アクセス、および使用。 たとえば、外部 SQL デー   
タベースから FileMaker Pro リレーションシップグラフにテーブ   
ルを追加できます。

1 補助フィールド ― 非保存の計算フィールドや集計フィールド  
を、FileMaker Pro 内の SQL（ODBC）データソーステーブルに追   
加します。 外部テーブルからのデータを変更することなく、 
FileMaker Pro のレイアウト、スクリプト、検索、ソート、連結、  
およびエクスポートでこれらのフィールドを使用します。 この 
機能により、SQL テーブルを拡張できます。 たとえば、  
FileMaker Pro ファイルに格納された集計データを集計フィール  
ドを使用して表示するように、補助フィールドを使用して外部
ファイルからの集計データを表示することができます。

1 共有データベースへの電子メールリンク ― 新しい [ファイル] メ    
ニューの [リンクの送信...] メニュー項目を選択して、FileMaker Pro   
共有データベースへの URL リンクを含む電子メールを送信でき  
ます。 この機能は、共有ピアツーピアまたは FileMaker Server でホ    
ストされたデータベースで使用します。

1 ピアツーピアファイル共有ユーザ数の増加 ― FileMaker Pro ネッ    
トワーク共有で、最大 9 人のユーザが同時にファイルを共有でき  
ます。
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レポートおよび分析

1 条件付き書式 ― 新しい [書式] メニューの [条件付き...] メニュー      
項目で指定する条件を基準に書式ルールを設定して、フィールド
のデータ、レイアウト、またはテキストベースのボタンに条件付
き書式を適用できます。 たとえば、期限切れの請求書を赤で表示 
できます。

1 既存の PDF に追加 ― この新しいスクリプトステップオプション    
で、新しいデータを既存の PDF ファイルに追加できます。 たとえ   
ば、増加していくデータを、PDF ファイルとして保存されたレ 
ポートに追加できます。

ユーザビリティの改善

1 新しい FileMaker Pro クイックスタート画面 ― この新しいダイアロ     
グボックスを使用して、FileMaker Pro の使用と学習を開始します。  
[FileMaker クイックスタート] 画面では、ファイルを作成したり、  
ローカルまたはリモートネットワークコンピュータ上の既存ファ
イルを開いたり、FileMaker Pro の電子マニュアルにアクセスするこ  
とができます。

1 オンラインの更新の通知 ― ソフトウェアアップデートがインター  
ネットで入手できる場合は、通知を受け取ります。 詳細について 
は、6 ページの「更新の通知」を参照してください。

1 レイアウトオブジェクトの自動サイズ変更 ― ウインドウのサイ  
ズ変更によってレイアウトオブジェクトを動的に調整する方法
を指定できます。 ウインドウをサイズ変更する場合は、データは 
フォーム上、プレビューモード、および印刷時に縮小または拡大
します。

1 タブパネルコントロールの強化 ― 新しいタブコントロール設定  
機能を使用して、デフォルトタブとフォーム上のタブ幅を設定で
きます。

1 Web ビューアの改善 ― 新しい進行状況バー領域にあるステータス   
とメッセージについてのオプションを表示、設定できます。
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1 [詳細...] ボタン ― [Web ビューアの設定]、[ボタン設定]、[計算式    
の指定]、および [新規レイアウト/レポート] ダイアログボックス  
から文脈依存型のヘルプトピックに直接リンクし、使用方法につ
いて参照できます。 

1 [ヘルプ] メニューの強化 ― [ヘルプ] メニューから、製品マニュ    
アル、FileMaker Pro の登録やアクティベーション、アクティベー  
ションの別のコンピュータへの転送、FileMaker へのフィード 
バックの送信などにアクセスできます。

1 [ファイル] メニューの変更 ― [ファイル] メニューの [定義] サブ      
メニュー項目が、[ファイル] メニューの [管理] サブメニュー項目   
になり、[定義] ダイアログボックスは [管理] ダイアログボックス   
になりました。たとえば、フィールドをデータベースに追加する
には、[データベースの管理] ダイアログボックスを使用します。

1 [元に戻す/再実行] の改善 ― アクティブなフィールドまたはレイ   
アウトのテキストオブジェクトで複数回、編集を元に戻したり再
実行できます。

1 スペルチェックの改善 ― 個々のフィールドの視覚的なスペル  
チェックを制御できます。

1 ツールバーの強化 ― [整列] ツールバー（レイアウトモード）、[レ   
コードを  Excel  として 保存]、および [レコードを  PDF  として 保           
存] などの新規および改善されたボタンを使用できます。

スクリプト

1 複数のスクリプト編集ウィンドウ ― 複数のスクリプトを同時に管  
理、表示、および編集できます。

1 スクリプト組織化 ― グループやフィルタを作成して、さまざま  
なスクリプトの管理とスクリプトの検索を実行できます。

1 スクリプトのコピーと貼り付け（ペースト） ― １つのファイルか  
らすべてのスクリプトとスクリプトステップをコピーし、同じ
ファイル内または別のファイルに貼り付けできます。
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関数とスクリプトステップ

1 Get (ホストアプリケーションバージョン) 関数 ― 現在のデータ    
ベースをホストしているコンピュータで実行している
FileMaker Pro または FileMaker Server のバージョンを返します。

1 Get (テンポラリパス) 関数 ― 現在のユーザのコンピュータで    
FileMaker Pro が使用している一時フォルダへのパスを返します。

1 Self 関数 ― 計算が定義されているオブジェクトの内容を返しま   
す。

1 Acos 関数 ― 数値のアークコサイン（逆余弦）を返します。

1 Asin 関数 ― 数値のアークサイン（逆正弦）を返します。

1 [元に戻す/再実行] スクリプトステップ ― ファイル内で最近実行さ   
れた処理を、元に戻したり、再実行したり、切り替えたりします。

FileMaker Pro 9 Advanced の新機能
1 強化されたスクリプトデバッガ ― ログイン時および認証時のア  
クセス制限されたスクリプトのデバッグ、複数のスクリプトス
テップの選択、最後のスクリプトエラー結果の表示、スクリプト
デバッガの詳細情報についてのヘルプに直接リンクします。

1 強化されたデータビューア ― 新しい [現在] タブを使用して、現    
在のスクリプト内のフィールドまたは変数データを表示し、ログ
イン時および認証時にデータビューア内の制限されたデータを
表示します。

1 PHP Site Assistant ― [ツール] メニューから [PHP Assistant の起動] を         
選択して、PHP Site Assistant に直接リンクします。 （PHP ツール     
は、FileMaker Server 製品の一部です。 詳細については、FileMaker   
Server のマニュアルを参照してください。）

1 強化されたデータベースデザインレポート ― スクリプトグルー  
プ、外部 SQL データソーステーブル、新しい関数などの新機能を  
含む、データベースソリューションのレポートを作成します。 
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